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公益財団法人
名古屋YWCA 日本語

教育事業

語学

教育事業

女性の

ための

相談事業

ボラン
ティア
事業



日本語教師養成事業

日本語学校

グローバルスクール

2019～

• 420時間コースなど

• 1984年開講

•本科各種学校

• 1989年開校

•ガリ勉クラブ2011～

•バンビーナ2013～

名古屋ＹＷＣＡ
三つの日本語教育事業



愛知県の現状 4

愛知県は日本語支援を必要とする
外国人児童が一番多い県



公的機関の現状

◆日本語指導が必要な子どもの20%が特別な指導が受けられない
⇒日本語指導が必要な児童生徒の在籍数の問題
＝一校当たりの在籍数が少ない

⇒人員不足

◆ボランティア・非正規職員への依存

⇒学校・地域により支援体制が異なる

⇒支援員の登録・雇用がない自治体も多い

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/09/1421568.htm 外国人の子供の教育の更なる充実に向けた就学状況等調査の実施及び調査結果(速報値)について：文部科学省
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/09/1421569.htm 「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査(平成30年度)」の結果について：文部科学省

<問題点＞
支援体制が不十分、また、
その支援が十分に生かされ
ていない
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名古屋YWCA
子ども・家族支援事業の
紹介

進学支援

居場所づくり

日本語・教科を学ぶ

学習や発達の子ども支援
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イベントの実施
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ボランティア教室の開催

小中学生クラス

高校準備クラス

高校生昼間クラス（定時制）

高校生夜間クラス（全日制）

ファミリークラス
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食育イベントの開催

おにぎりプロジェクト
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ボランティア：日本語教師有資格者

元教員

日本語で教える教科クラスの開催

一部、学校との連携
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愛知県と連携

例）メッセ名古屋へ参加

愛知県就労アドバイザーによる説明

職場体験

協力：名古屋和合ロータリークラブなど
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〜すべての子どもに教育を〜
進学支援

学習につまづきのある子どもの勉強室
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スピーチコンテスト

多文化共生・交流イベントの開催



名古屋YWCA子ども支援事業
13

2011年度
開始当初

2018年度

学習者数 8人程度 週に100名

クラス数 1クラス 10クラス

学習者数

延べ

約７５０名



当活動の課題

１.資金不足 ⇒学習環境整備・学習機会の不足

２.公平で十分な支援 ⇒支援範囲・担い手

３.実情把握（不就学生) ⇒学校・行政・地域との連携

４.現状周知 ⇒市民の理解

14



15
子どもたちの

夢と未来のために


